
「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく
菊川流域、天竜川下流域の取組状況

【説明資料】（案）

平成２９年６月１３日

菊川水防災協議会、天竜川下流水防災協議会

菊川市、掛川市、浜松市、磐田市、静岡県、静岡地方気象台、
国土交通省 浜松河川国道事務所



取組状況フォローアップ
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■自主防災体制の強化
・自主防災会が継続的かつ適切に運営されるための情報提供や体制・活動の支
援
・洪水に対してリスクが高い区間などに関する情報提供と説明会の開催

■水災害教育の充実
・小中学校などと連携した洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の拡充
・関係機関と協力・連携した普及啓発活動の実施（出前講座、ワークショップ等）
・効果的な「水防災意識社会」再構築に役立つ情報や、浸水リスクを周知するため
の啓発資料の作成
・地域における災害時の応急活動・マネジメントや平時の防災訓練の場でのリー
ダーとなる防災リーダー・講師の育成

1．住民に防災を意識してもらうための取り組み
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住民に防災を意識してもらうための取り組み

自主防災体制の強化
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実施機関：菊川市、掛川市、浜松市、磐田市、浜松河川国道事務所

○自主防災会が継続的かつ適切に運営されるための情報提供や体制・活動の支援

○重要水防箇所など水害リスクが高い区間などに関する情報提供と説明会の開催

重要水防箇所等の地域説明会を実施

 関東・東北豪雨を踏まえ、「水防災意識社会 再構築ビジョン」として、住民の避難行動に繋がる情報の周知
方法や、地区内の重要水防箇所、河川整備のハード対策について、流域の各地区の方々に向けた説明会
を実施しました。

浜松河川国道事務所による取組事例



住民に防災を意識してもらうための取り組み

自主防災体制の強化
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実施機関：菊川市、掛川市、浜松市、磐田市、浜松河川国道事務所

○自主防災会が継続的かつ適切に運営されるための情報提供や体制・活動の支援

○重要水防箇所など水害リスクが高い区間などに関する情報提供と説明会の開催

重要水防箇所等の合同巡視を実施

 国土交通省では毎年、出水期前に地元市町村、水防団等と合同巡視を行い、重要水防箇所の周知を図っ
ています。

掛川市合同巡視（水防団） 菊川市合同巡視（水防団） 菊川市合同巡視（一般住民）

浜松河川国道事務所による取組事例



住民に防災を意識してもらうための取り組み

水災害教育の充実

啓発資料の作成

出典：静岡地方気象台

防災授業資料の提供

磐田市防災ファイル

○効果的な「水防災意識社会」再構築に役立つ情報や、水害リスクを周知するための啓発資料の作成

区域避難行動計画

出典：浜松市

防災ガイドブック

出典：菊川市

出典：磐田市

平成29年３月作成。

４月に全戸配布。
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実施機関：菊川市、掛川市、浜松市、磐田市
静岡県、気象台、浜松河川国道事務所

菊川市、掛川市、浜松市、磐田市、
気象台による取組事例

出典：掛川市



住民に防災を意識してもらうための取り組み

水災害教育の充実

出典：浜松市

平成２９年２月２５日 総合防災講座を実施 （浜松市）

○関係機関と協力・連携した普及啓発活動の実施（出前講座、ワークショップ等）

広報チラシ

タイムスケジュール

 防災に興味を持つ市民に対し、地域の防災リー
ダーとなっていただくため、総合防災講座を開催。
（受講者68人）

講座の様子 6

実施機関：菊川市、掛川市、浜松市、磐田市
気象台、浜松河川国道事務所

浜松市による取組事例



 平成２８年度より、小中学生を対象とした次世代
を担う防災リーダー研修を実施。

住民に防災を意識してもらうための取り組み

水災害教育の充実

出典：掛川市

防災研修会、防災リーダー養成講座 （掛川市）

○地域における災害時の応急活動・マネジメントや平時の防災訓練の場でのリーダーとなる防災リーダー・講師の育成

広報チラシ

次世代リーダー養成講座 （掛川市）

■平成２８年度 ２月４日、２月５日
■平成２９年度 ７月末（予定）

出典：掛川市

 毎年、防災研修会防災リーダー養成講座を開催。
広報誌等で周知している。

講座の様子

講座の様子
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実施機関：菊川市、掛川市、浜松市、磐田市
静岡県、気象台、浜松河川国道事務所

掛川市による取組事例 掛川市による取組事例



住民に防災を意識してもらうための取り組み

水災害教育の充実

さわやかウォーキング 天竜川治水事業９０周年記念ウォーク

○地域における災害時の応急活動・マネジメントや平時の防災訓練の場でのリーダーとなる防災リーダー・講師の育成
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実施機関：菊川市、掛川市、浜松市、磐田市
静岡県、気象台、浜松河川国道事務所

 天竜川左岸静岡県磐田市池田の渡し公園付近において、ＪＲ東海が主催するさわやかウォーキングとコラボ
して、「減災のための備え」や「治水」に関するパネル展示、排水ポンプ車・照明車の展示等を実施。

 さわやかウォーキング参加者へパネルにより９０年にわたる治水事業や防災に関する情報発信の状況を説明
することで、ハード対策・ソフト対策の重要性の理解を深めてもらった

●日時：平成２９年４月３０日8:30～13:00

●場所：天竜川左岸10.2kp付近 静岡県磐田市池田

●参加：さわやかウォーキング参加者約1,900名

●内容：治水事業に係るパネル展示、排水ポンプ車・照明車の展示

河川改修に係る冊子・災害対策車のペーパクラフト配布

浜松河川国道事務所（５月１日記者発表）

●天竜川は、昭和２０年１０月洪水以降約７０年間にわたり決壊による氾濫が発生しておらず

住民の洪水に対する意識が希薄となっていることから、過去の水害の状況や河川改修の経

緯を紹介することにより、水害の恐ろしさと治水事業の重要性を伝え防災意識の向上を図る

●排水ポンプ車のポンプを設置したり、照明車のブームを伸ばし遠くから目立つようにし集客

を図るとともに、活動の様子がリアルに伝わるようにした

【取材・報道状況】

５／１０（予定） 静岡朝日テレビ「とびっきり！しずおか」

展示の概要

広報の狙い・工夫

天竜川治水事業９０周年記念ウォーク

パネル説明により
減災のための備えを理解してもらう

浜松河川国道事務所による取組事例



住民に防災を意識してもらうための取り組み

水災害教育の充実

下小笠川捷水路改修１0周年記念イベント～菊川から学ぶ集い～

○地域における災害時の応急活動・マネジメントや平時の防災訓練の場でのリーダーとなる防災リーダー・講師の育成
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実施機関：菊川市、掛川市、浜松市、磐田市
静岡県、気象台、浜松河川国道事務所

 ８月２７日（土）、菊川市中央公民館に於いて「菊川から学ぶ集い」を開催しました。このイベントは、菊川水系
での度重なる洪水被害から地域住民の皆様の命と財産を守るため、菊川水系下小笠川に捷水路を設置し、
その改修工事から１０年が経過したことを記念して企画されたものです。

当日は常葉大学社会環境学部の山田辰美教授による講演が行われ約１５０名の聴講者が熱心に聞き入っ
ていました。また、菊川の歴史や下小笠川捷水路が学べるパネル展示、お子様に大好評だった「豪雨体験」
や「排水ポンプ車、照明車の展示」が行われました。

１０周年記念イベント チラシ

山田教授

パネル展示

降雨体験

災害対策車両展示

浜松河川国道事務所による取組事例



■住民自らの避難行動に資するハザードマップの改良
・想定最大規模の外力を対象とした洪水浸水想定区域図の策定・公表
・想定最大規模の外力を対象とした氾濫シミュレーションの作成・公表
・想定最大規模の外力を対象とした洪水浸水想定区域図を基にした洪水ハザード
マップの作成・周知の実施
・まるごとまちごとハザードマップの整備

■円滑で確実な避難に資する情報発信
・水害時の情報入手のしやすさ・分かりやすさを支援するための広報活動の実施
・住民の避難行動を促すためのスマートフォン等を活用したリアルタイム情報の提
供やプッシュ型情報の発信・普及活動の実施

２．住民に避難行動してもらうための取り組み
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住民に避難行動してもらうための取り組み

住民自らの避難行動に資するハザードマップの改良

○想定最大規模の外力を対象とした洪水浸水想定区域図の

策定・公表

平成28年12月公表結果 11

実施機関：菊川市、掛川市、浜松市、磐田市
浜松河川国道事務所

想定最大
規模洪水

計画規模洪水
（参 考）

浜松河川国道事務所による取組事例

菊川

天竜川
下流



住民に避難行動してもらうための取り組み

円滑で確実な避難に資する情報発信
○水害時の情報入手のしやすさ・分かりやすさを支援するための広報活動の実施

○住民の避難行動を促すためのスマートフォン等を活用したリアルタイム情報の提供やプッシュ型

情報の発信・普及活動の実施

分かりやすい情報提供

平成29年5月17日より気象庁ホームページ等におい

て、わかりやすい情報提供（警報等における危険度の

色分け表示） 、「警報級の現象になる可能性」の情報提

供を開始しました。
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リアルタイム情報の提供

台風などの大雨時に河川水位、雨量計の情報や、河

川ライブカメラ映像等を見ることができる『浜松市土木

防災情報システム』の運用を開始しました。

実施機関：菊川市、掛川市、浜松市、磐田市
静岡県、気象台、浜松河川国道事務所

気象台による取組事例 浜松市による取組事例



■避難指示などを計画的に関係者が取り組むための事前行動
計画等の策定

・洪水を対象とした避難勧告の発令等に着目したタイムライン（時系列の防災行
動計画）の見直し
・職員の誰もが水害対応できるチェックリストの作成
・想定最大規模の外力を対象とした洪水浸水想定区域図に伴う、洪水避難場所
の検討・整備の促進
・情報伝達手段の多元化、通信機器の更新
・確実かつ迅速な情報の提供と地域住民に避難の切迫性が確実に伝わる情報を
提供
・きめ細やかな情報連絡・情報共有を密にするための情報連絡室（関係機関との
情報ネットワーク）の改善
・避難を行う住民代表との避難に関する意見交換会の実施

２．住民に避難行動してもらうための取り組み
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住民に避難行動してもらうための取り組み
避難指示などを計画的に関係者が

取り組むための事前行動計画等の策定

○高齢者等、機器の使用に不慣れな人への情報伝達手段の多元化、通信機器の更新

○避難を行う住民代表との避難に関する課題や問題点などの意見交換会を実施し、避難勧告等

発令の参考とする

通信機器の更新 避難判断マニュアルの作成

平成29年度中に市内13カ所で自治会長・自主防災

会長研修会を実施し避難判断マニュアルを説明予定。

（磐田市）出典：磐田市

出典：磐田市

・メールサービス「いわたホッとラ

イン」、緊急速報メールにて情報

配信。

・メールサービス登録を促すほ

か、データ放送等で自発的に情

報を入手するよう啓発

（磐田市）
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実施機関：菊川市、掛川市、浜松市、磐田市
浜松河川国道事務所

磐田市による取組事例



■住民自らの水防活動の促進
・住民自らの浸水防止活動の促進のための土のうステーション（備蓄砂置き場
等）の設置

■水防活動の効率化・水防体制の強化
・確実な水防活動のため、水防団等への連絡体制の確認と伝達訓練の実施
・関係機関が連携した実働水防訓練の継続実施
・水防団や地域住民が参加する、洪水に対するリスクの高い箇所の共同点検の
実施
・水防団員に対しての教育・訓練（水防工法の伝承、安全教育など）の実施
・水防団員確保に向けて、自治会への説明会や水防団の重要性をＰＲする資料
を作成するなど普及啓発活動の実施

３．洪水氾濫による被害の軽減のための
水防活動・排水活動の取り組み
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洪水氾濫による被害の軽減のための水防活動・排水活動の取り組み

住民自らの水防活動の促進

○住民等自らの浸水防止活動の促進のための土のうステーション（備蓄砂置き場等）の設置

土のうステーション広報紙面 土のうステーション説明

出典：磐田市 16

実施機関：菊川市、掛川市、浜松市、磐田市

磐田市による取組事例



●日時：平成２９年６月４日 ８：３０～１１：３０

●会場：天竜川河川敷（豊西緑地サッカー場北）

●訓練内容

全１７分団による各種水防工法の展示、実施。

●日時：平成２９年５月２８日

●会場：第一部 大東支所駐車場

第二部 菊川河川敷右岸堤防下

●訓練内容

各種水防工法演習の実施

ヘリによる水難救助訓練の実施

洪水氾濫による被害の軽減のための水防活動・排水活動の取り組み

水防活動の効率化・水防体制の強化

○関係機関が連携した実働水防訓練の実施

○水防団員に対しての教育・訓練（水防工法の伝承、安全教育など）の実施

掛川市水防演習 浜松市水防演習

出典：浜松市

演習の様子

各種水防工法一覧
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実施機関：菊川市、掛川市、浜松市、磐田市
静岡県、浜松河川国道事務所

浜松市による取組事例掛川市による取組事例

演習の様子

出典：掛川市



■被害軽減のための迅速かつ的確な水防活動、排水活動に資す
る基盤等の整備

・優先的に対策が必要な河道掘削などの洪水を河川内に安全に流すためのハード
対策及び天端舗装などの危機管理型ハード対策の実施
・円滑な水防活動のため橋脚等への簡易水位計・量水標設置
・迅速な水防活動及び緊急復旧活動を行う支援の拠点となる防災ステーションや大
規模な防災拠点整備に向けた検討

■迅速に復旧・復興するための取り組み
・氾濫水を迅速かつ的確に排水するための排水計画の策定 （※別紙資料参照）
・排水ポンプ車出動要請の連絡体制を整備し、排水計画に基づく訓練を実施

３．洪水氾濫による被害の軽減のための
水防活動・排水活動の取り組み
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洪水氾濫による被害の軽減のための水防活動・排水活動の取り組み

被害軽減のための迅速かつ的確な水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

浜松河川国道事務所による取組事例

実施機関：掛川市、静岡県、
浜松河川国道事務所

19

○優先的に対策が必要な河道掘削などの洪水を河川内に安全に流すた

めのハード対策及び天端舗装などの危機管理型ハード対策の実施

菊川



洪水氾濫による被害の軽減のための水防活動・排水活動の取り組み

被害軽減のための迅速かつ的確な水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

浜松河川国道事務所による取組事例

実施機関：掛川市、静岡県、
浜松河川国道事務所
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○優先的に対策が必要な河道掘削などの洪水を河川内に安全に流すた

めのハード対策及び天端舗装などの危機管理型ハード対策の実施

天竜川
下流



平成２９年５月２９日快晴の中、静岡県西部地区災害対策用機械操作訓練を天竜川河
川敷にて、災害時に活躍する「排水ポンプ車」や「照明車」の操作訓練を実施しました。

参加者は国交省、静岡県、静岡県西部地域の市及び災害協定業者等約６０名で災害
対策車の操作技術を習得していただきました。

開会式

照明車訓練

ＮＨＫ静岡放送局による
テレビ取材！
夕方のニュースで放送
されました！

排水ポンプ車訓練

洪水氾濫による被害の軽減のための水防活動・排水活動の取り組み

迅速に復旧・復興するための取り組み

浜松河川国道事務所に
よる取組事例

災害対策用機械操作
訓練を実施しました！

実施機関：菊川市、掛川市、浜松市、磐田市
静岡県、浜松河川国道事務所
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